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内 容 充 実 の 為 に、皆 様 か ら の 投 稿 を お 待 ち し て お り ま す  ！

東京城東ロータリークラブ週報
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2015年5月18日 例会報告
点　鐘
ロータリーソング 　　　　　　　　　『我等の生業』
ゲストスピーカー　 　　　　　　　　　　　　    1名
ゲスト及びビジター　　　　　　 　　　　　　    4名
会員出席状況  　　 　　  49名中37名(出席率75.51%)
前々回訂正出席率   　　　　　　　　　 　　　100%

 2015/5/18(月)
「 　親　業　 」

親業訓練協会認定インストラクター
加藤  さくら  氏

- 来月6月の受付当番 -

2015.    5.   25　　第2303回例会

○加藤様、本日の卓話よろしくお願い致します。
若井一郎君・会田　博君・篠田秀樹君
中田邦彦君・渡辺孝至君・伊藤国雄君

○米山奨学生ザヤさん、ようこそ。
上條隆志君・宇都宮秀雄君
奈良康司君・山﨑富士夫君

○しばらくです。　　　　　　　　  山田　晃君
○お祝いを頂いて。　  佐野一信君・中田邦彦君

鈴木竹敏君・相野　隆君

小計￥42,000.-　累計￥2,217,000.-

本日の卓話

次回の卓話

「 第6回・次年度第1回クラブ協議会 」

17：00～
東武ホテルレバント東京牧野君/山﨑君/山田(昇)君/会田君/相野君

「 一芸を活用しての人脈形成 」

（株）ヴィンテージ1  代表取締役
堤　 裕  貴　氏

米山奨学生 バーサンドルジ・ムンフザヤさん
(愛称：ザヤさん)
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